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2007 年新潟県中越沖地震による港湾施設の被害に関する一考察 
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１．被害の概要 

2007 年 7 月 16 日 10 時 13 分ごろ，新潟県中越

沖を震源とするマグニチュード 6.8 の地震が発生

した．この地震により，震源に近い柏崎市を中心

に大きな被害が発生した．港湾関係では，地方港

湾である柏崎港で被害が発生した． 

 柏崎港は，100kine の揺れを記録した K-NET1）

の柏崎観測点（市役所）よりも 2km ほど西に位置

しており，図１に示すように，西埠頭，中央埠頭，

東埠頭，中浜埠頭の各埠頭からなる．主な被害と

しては，中央埠頭東側物揚場（-4.0m）でエプロン

に沈下が生じ，約 70cm の段差が生じた．中浜埠頭

では，2 号岸壁（-10m）および 3 号岸壁（暫定-10m）

のエプロンに沈下が生じた．エプロンの沈下は東

側ほど顕著であり最大 30cm ほどであった．また東

側の取付部では法線が大きく海側に変位している

ところがあった（写真１）．これらに加え，臨港道

路の番神トンネルでは吸音板の落下が生じ，八坂

橋では取付部に段差が生じた． 

 

 

図１ 柏崎港平面図 

 

 

 

写真１ 中浜埠頭 3 号岸壁の被害 
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２． 柏崎港における余震観測 

以上のように，柏崎港では被害が見られたものの，

最寄りの強震観測点である柏崎市役所で 100kine と

いう非常に強い揺れが観測された割には，その被害

は比較的軽微であった．100kine と言えば，1995 年

兵庫県南部地震の際，神戸港工事事務所の地表で観

測された記録と大差ないが，今回の被害は兵庫県南

部地震の際に神戸港に生じた被害 2）と比較すればは

るかに軽微であり，被害の程度から見る限り，柏崎

港に 100kine の揺れが生じたとは考えられない．そ

こで，柏崎港ではサイト特性の影響で本震時の揺れ

が市役所よりかなり小さかったのではないかと考え，

このことを確認するため，西埠頭の図１に◎で示す

地点において 7月 18日から 9月 3日まで余震観測を

実施した．観測にはアカシの GPL-6A3P を用いた． 
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３． 余震観測の結果 

7 月 18 日 16:53 に発生した余震の K-NET 柏崎と柏

崎港西埠頭における記録のフーリエスペクトルの比

較を図２に示す．この図からわかるように，余震の

フーリエ振幅は K-NET 柏崎と柏崎港西埠頭では

0.7Hz 付近を中心として大幅に異なっている．他の

余震も概ね同様の傾向であった．スペースの都合上

示すことが出来ないが，複数の余震について，K-NET

柏崎と柏崎港西埠頭におけるフーリエスペクトルの

比をとったところ，柏崎港西埠頭では K-NET 柏崎と

比較して0.7Hz程度の成分が1/10程度あるいはそれ

以下であった．もともと K-NET 柏崎では中小地震時 

 

 
図２ K-NET 柏崎と柏崎港西埠頭で観測された同じ

余震のフーリエスペクトルの比較 

 

 

図３ 微動 H/V スペクトル 

 

に 0.7Hz 程度の成分が増幅されやすいことがスペク

トルインバージョンの結果 3）からわかっていたが，

柏崎港西埠頭におけるサイト増幅特性は低周波側を

中心として K-NET よりもはるかに小さいことがわか

った．従って，柏崎港西埠頭における本震時の揺れ

は，K-NET よりもかなり低周波成分の少ない，従っ

て最大速度の小さい地震動であったと考えられる． 

 それでは，柏崎港の他の埠頭はどうであろうか．

このことを解明するための一助として，柏崎港の複

数地点（図１）および K-NET 柏崎において微動観測

を実施した．その結果，図３に示す H/V スペクトル

を得た．中央埠頭における微動特性は西埠頭と比較

的類似しており，ピークは高周波側にある．一方，

市街地に近い中浜埠頭における微動の卓越周期は

1Hz 程度となっており，K-NET（約 0.6Hz）と西埠頭

（約 7Hz）の中間程度である．従って，中浜埠頭に

おける本震時の地震動は西埠頭と K-NET の中間的な

特性を有する地震動であった可能性がある． 

 

４． まとめ 

新潟県中越沖地震による柏崎港の被害が比較的軽

微であったことに着目して，柏崎港西埠頭において

余震観測を実施した．その結果，柏崎港西埠頭にお

けるサイト増幅特性は低周波成分を中心として

K-NET よりも小さく，本震時の揺れも K-NET より低

周波成分の少ない，従って最大速度の小さい地震動

であったと考えられる．サイト増幅特性は構造物の

被害程度に大きく影響するので，重要な構造物を建

設しようとする場合には，建設予定地点において地

震観測を行うなどして，サイト増幅特性をよく把握

しておくことが重要である． 
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